G enkiLife

BMZ: CD130 Y XE/ Y O—F Ik
74 04 %BS: AMRe87024

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

F5H

FIREE
HTE

nIRIER

BIEFR
RI&
BZFID
SwissProt ID
RER

ECI=]
Bt

PRz Y FE /Y O—FILHUR
Sc&E

WB

A&

E[=22%

REIE

I9G

E/40—FIL

R

7Ya—bhL. 20°CTREFLTLEEW (12 7BBER) . RE/RBEY A VL EBTFT LS
L,

KER
50mM fUXG Yy (pH74) . 0.15M NaCl, 40%% )to—J. 0.01%7 o+ tU D
L, 0.05%fRESR VN BERACHRCTRHASNEY. ZEAL L 12 yBERETY.

T4 =T 1 —KEH

WB 1:500-1:2000
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン6（IL6）、毛様体神経栄養因子（CNTF）、白血病阻害因子（LIF）、オンコスタチンM（OSM）など、多くのサイトカインに共通するシグナル伝達物質です。このタンパク質はサイトカイン受容体複合体の一部として機能します。このタンパク質の活性化は、サイトカインがその受容体に結合することに依存します。IL6に関連し、カポジ肉腫関連ヘルペスウイルスによってコードされるタンパク質vIL6は、インターロイキン6受容体（IL6R）を迂回してこのタンパク質を直接活性化することができます。マウスを用いたノックアウト研究では、この遺伝子が心筋細胞のアポトーシス制御に重要な役割を果たすことが示唆されています。選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが報告されています。関連する偽遺伝子が17番染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2014年5月]
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	CD130 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

